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発電用軽水型原子炉施設に係る新安全基準骨子案に対する 

当社の意見の提出について 
 

 

当社は本日、発電用軽水型原子炉施設に係る新安全基準骨子案に対する当社

の意見を取りまとめ、原子力規制委員会に提出しました。 

 

新安全基準骨子案に対する当社の意見の例 

例―１：信頼性に関する設計上の考慮 

  例―２：原子炉冷却材低圧時の冷却対策 

  例―３：事故後の最終ヒートシンク確保対策 

  例―４：地震及び津波に対する設計の基本方針 

  例―５：津波に対する設計方針 

 

以  上 
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氏 名 ：   

 

連 絡 先 ：  

意 見 の 対 象 と な る 案 件 ：  

発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 に 係 る 新 安 全 基 準 骨 子 案  

（ ① 設 計 基 準 ）  

 

要 旨 ：  

静 的 機 器 の 多 重 化 は 、 系 統 信 頼 性 向 上 の 効 果 や デ メ リ ッ

ト を 考 慮 し て 判 断 で き る 要 求 に す べ き と 考 え る 。  

 

① 設 計 基 準 骨 子 案  

２ ． （ ９ ） 信 頼 性 に 関 す る 設 計 上 の 考 慮  

【 要 求 事 項 の 詳 細 】  

Ｅ  単 一 故 障 の 発 生 の 可 能 性 が 極 め て 小 さ い こ と が 合 理

的 に 説 明 で き る 場 合 、 あ る い は 、 単 一 故 障 を 仮 定 す

る こ と で 系 統 の 機 能 が 失 わ れ る 場 合 で あ っ て も 、 他

の 系 統 を 用 い て 、 そ の 機 能 を 代 替 で き る こ と が 安 全

解 析 等 に よ り 確 認 で き れ ば 、 当 該 機 器 に 対 す る 多 重

性 の 要 求 は 適 用 し な い 。  

意 見 ：  

一 律 に 静 的 機 器 の 単 一 故 障 を 想 定 し 多 重 化 を 要 求 す る

の で は な く 、 多 重 化 に よ る 信 頼 性 向 上 の 効 果 や デ メ リ ッ

ト を 考 慮 し て 判 断 で き る よ う に 要 求 す べ き と 考 え る 。  

 

理 由 ：  

こ れ ま で の 検 討 チ ー ム 会 合 で 、 「 単 一 故 障 の 発 生 の 可

能 性 が 極 め て 小 さ い こ と が 合 理 的 に 説 明 で き る 場 合 」 の

対 象 と し て 、 原 子 炉 圧 力 容 器 や 非 常 用 ガ ス 処 理 系 配 管 の

支 持 機 能 と し て の 排 気 筒 が 挙 げ ら れ て い る 。  

一 方 、 非 常 用 ガ ス 処 理 系 や 中 央 制 御 室 非 常 用 空 調 系 な

ど の 静 的 機 器 に つ い て は 、 長 期 に お け る 単 一 故 障 を 考 慮

し 多 重 性 が 要 求 さ れ る べ き と 議 論 さ れ て い る 。ま た 、「 発

生 の 可 能 性 が 極 め て 小 さ い 」 は 「 外 的 事 象 も 考 慮 し て 発

生 頻 度 を 評 価 し て 小 さ け れ ば よ い 」と も 議 論 さ れ て い る 。

例 － １  
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氏 名 ：  

 

 

（ 続 き ）  

し か し な が ら 、 外 的 事 象 に 対 し て は 、 設 計 基 準 の 骨 子

案 「 ２ ． （ １ ） 自 然 現 象 に 対 す る 設 計 上 の 考 慮 」 な ど の

要 求 を 満 足 す る よ う に 、 設 備 設 計 を 行 う 。  

し た が っ て 、 静 的 機 器 の 単 一 故 障 は 、 内 的 要 因 （ ラ ン

ダ ム 故 障 ） を 対 象 と す べ き で あ り 、 多 重 化 に よ る 信 頼 性

向 上 の 効 果 や デ メ リ ッ ト （ 例 え ば 、 配 管 等 の 多 重 化 に よ

る 貫 通 部 増 加 に 伴 う 建 屋 気 密 性 へ の 影 響 な ど ） を 考 慮 し

て 、 そ の 要 否 を 判 断 す べ き と 考 え る 。 な お 、 検 討 チ ー ム

第 １ ２ 回 会 合 の 事 業 者 提 出 資 料 ４ 「 ８ ． 信 頼 性 」 で 示 し

た と お り 、 一 般 に 静 的 機 器 の 多 重 化 に よ る 信 頼 性 向 上 の

効 果 は 小 さ い と 考 え る 。  

 

（ 参 考 ）  

 

（ 第 １ ２ 回 会 合  事 業 者 提 出 資 料 ４ よ り 引 用 ）
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氏 名 ：  

 

連 絡 先 ：  

意 見 の 対 象 と な る 案 件 ：  

発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 に 係 る 新 安 全 基 準 骨 子 案  

（ ② シ ビ ア ア ク シ デ ン ト 対 策 ）  

 

要 旨 ：  

異 な る 動 作 原 理 の 要 求 は 、 共 通 要 因 故 障 排 除 の 目 的 か ら

は 必 須 で な い た め 、 要 求 事 項 の 適 正 化 が 必 要 と 考 え る 。

 

② シ ビ ア ア ク シ デ ン ト 対 策 骨 子 案  

２ ． （ ６ ） 原 子 炉 冷 却 材 低 圧 時 の 冷 却 対 策  

【 要 求 事 項 の 詳 細 】  

Ａ （ ｃ ） 炉 心 の 著 し い 損 傷 に 至 る ま で の 時 間 的 余 裕 の な

い 場 合 に 対 応 す る た め 、 設 計 基 準 対 応 設 備 と は

動 作 原 理 の 異 な る 恒 設 代 替 設 備 を 設 置 す る こ

と 。  

意 見 ：  

（ ｃ ） で は 事 業 者 が よ り 効 果 的 な 対 策 の 選 択 が 可 能 と

な る よ う 、 「 異 な る 動 作 原 理 」 の 要 求 を 削 除 す べ き と 考

え る 。  

 

理 由 ：  

代 替 設 備 の 多 様 化 に 係 る 要 求 は 、 「 ２ ． （ １ ） ① 代 替

設 備 に 対 す る 要 求 事 項 」の「 ２（ 多 様 性 及 び 位 置 的 分 散 ）」

の と お り 、 設 計 基 準 対 応 設 備 及 び 代 替 設 備 を 含 め て 、 共

通 要 因 に よ る 当 該 安 全 機 能 の 喪 失 を 排 除 す る こ と が 目 的

と 考 え て い る 。  

ま た 、 要 求 事 項 と な っ て い る 「 異 な る 動 作 原 理 」 は 、

ラ ン ダ ム 故 障 の 共 通 要 因 に 対 す る 信 頼 性 向 上 に 有 効 と な

り 得 る 手 段 で あ る が 、 外 部 事 象 に 対 し て は 、 例 え ば 地 震

を 考 え た 場 合 、 動 作 原 理 の 相 違 が 共 通 要 因 故 障 の 排 除 に

例 － ２  
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氏 名 ：  

 

 

（ 続 き ）  

必 ず し も 寄 与 す る こ と は な い と 考 え る 。  

共 通 要 因 故 障 を 排 除 す る た め に は 、 例 え ば 以 下 の よ う

な 手 段 が 考 え ら れ 、 「 異 な る 動 作 原 理 」 の 要 求 は 必 須 で

は な い と 考 え る 。  

・ 設 計 基 準 対 応 設 備 （ 電 動 、 補 機 冷 却 必 要 ） の 代 替

と し て 恒 設 代 替 設 備 （ 電 動 、 補 機 冷 却 不 要 ） を 設

置 す る と と も に 、 設 計 基 準 対 応 設 備 へ の 電 力 供 給

源 の 多 様 化 （ 海 水 系 に 依 存 し な い 空 冷 式 発 電 機 ）

を 図 る  

・ 代 替 設 備 の 外 部 事 象 に 対 す る 頑 健 性 （ 耐 震 性 及 び

耐 津 波 性 ） 、 及 び ラ ン ダ ム 故 障 に 対 す る 信 頼 性 を

確 保 す る  
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氏 名 ：   

 

連 絡 先 ：  

意 見 の 対 象 と な る 案 件 ：  

発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 に 係 る 新 安 全 基 準 骨 子 案  

（ ② シ ビ ア ア ク シ デ ン ト 対 策 ）  

 

要 旨 ：  

炉 心 損 傷 前 の Ｗ ／ Ｗ ベ ン ト は 有 効 な 対 策 で あ る と 考 え

る 。 ま た 、 Ｄ ／ Ｗ ベ ン ト も 対 策 の 有 力 候 補 と 考 え る 。  

 

② シ ビ ア ア ク シ デ ン ト 対 策 骨 子 案  

２ ． （ ７ ） 事 故 後 の 最 終 ヒ ー ト シ ン ク 確 保 対 策  

【 要 求 事 項 の 詳 細 】  

Ａ （ ａ ） 炉 心 損 傷 を 防 止 す る た め 、 代 替 設 備 等 を 整 備 す

る こ と 。  

意 見 ：  

検 討 チ ー ム 第 １ ３ 回 会 合 の 資 料 に お い て 、 炉 心 損 傷 前

の 最 終 ヒ ー ト シ ン ク 確 保 対 策 と し て 、 フ ィ ル タ ・ ベ ン ト

が 例 示 さ れ て お り 、 Ｗ ／ Ｗ ベ ン ト が フ ィ ル タ ・ ベ ン ト の

バ ッ ク ア ッ プ と さ れ て い る が 、 炉 心 損 傷 前 の Ｗ ／ Ｗ ベ ン

ト は 、 最 終 ヒ ー ト シ ン ク 確 保 対 策 と し て 期 待 で き る も の

で あ り 、 バ ッ ク ア ッ プ と の 位 置 づ け は 適 切 で は な い と 考

え る 。 ま た 、 Ｄ ／ Ｗ ベ ン ト に つ い て も 、 最 終 ヒ ー ト シ ン

ク 確 保 対 策 の 有 力 な 候 補 で あ る と 考 え る 。  

 

理 由 ：  

 以 下 の 理 由 に よ り 、 炉 心 損 傷 前 の Ｗ ／ Ｗ ベ ン ト は 、 フ

ィ ル タ ・ ベ ン ト と 同 等 の 性 能 を 有 し て い る と 考 え る 。  

① フ ィ ル タ ・ ベ ン ト は 、 炉 心 損 傷 時 に お い て 格 納 容 器 内

の セ シ ウ ム 等 の エ ア ロ ゾ ル の 除 去 を 主 目 的 と し た も の

で あ る が 、 炉 心 損 傷 前 は こ れ ら の エ ア ロ ゾ ル は 格 納 容

器 内 に 存 在 し な い 。 ま た 、 Ｗ ／ Ｗ ベ ン ト も フ ィ ル タ ・

ベ ン ト と 同 様 に よ う 素 の 除 去 が 可 能 で あ る 。 こ れ ら の

こ と か ら 、 炉 心 損 傷 前 の Ｗ ／ Ｗ ベ ン ト の 放 射 性 物 質 除

去 機 能 に つ い て は 、 フ ィ ル タ ・ ベ ン ト と そ れ ほ ど の 差

例 － ３  
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氏 名 ：   

 

 

（ 続 き ）  

異 は な い と 考 え る 。 な お 、 よ う 素 の 除 去 機 能 の 差 異 に

よ ら ず 、 そ の 放 出 量 は 限 定 的 で あ る 。  

② 耐 圧 強 化 ベ ン ト の 操 作 性 に つ い て は 、 福 島 第 一 原 子 力

発 電 所 事 故 以 降 の 安 全 対 策 に よ り 全 交 流 電 源 喪 失 時

に お け る 電 源 車 か ら の 給 電 や 窒 素 ボ ン ベ 等 の 活 用 が

可 能 と な っ て お り 、 信 頼 性 が 向 上 し て い る 。 こ の 信 頼

性 向 上 の 結 果 と し て 、 炉 心 損 傷 前 の ベ ン ト 時 に お い て

炉 心 損 傷 に 至 る 可 能 性 が あ る 場 合 に は 、 ベ ン ト ラ イ ン

に 設 け た 弁 を 速 や か に 閉 止 し 格 納 容 器 の 閉 じ 込 め 機

能 を 復 旧 す る こ と が で き る 。  

③ 炉 心 損 傷 後 と 異 な り 、 外 部 水 源 か ら 格 納 容 器 へ の 持 込

水 量 が 崩 壊 熱 相 当 の 「 原 子 炉 へ の 注 水 量 」 に 限 定 で き

る た め 、 Ｗ ／ Ｗ ベ ン ト に よ る 崩 壊 熱 の 放 出 に よ り 、 Ｗ

／ Ｗ 水 位 の 上 昇 が 抑 え ら れ 、 長 期 に 渡 り 崩 壊 熱 除 去 が

可 能 で あ る 。 こ の よ う な 格 納 容 器 ベ ン ト に よ る 継 続 的

な 崩 壊 熱 除 去 は 、 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 後 の 緊 急

安 全 対 策 に お い て も 期 待 し て い る 。 な お 、 炉 心 損 傷 後

は 、 炉 外 に お け る コ ア コ ン ク リ ー ト 反 応 の 防 止 な ど の

た め 、 格 納 容 器 へ の 注 水 量 は 崩 壊 熱 相 当 以 上 に 必 要 と

な る 。  

 

 ま た 、 炉 心 損 傷 前 の Ｄ ／ Ｗ ベ ン ト に つ い て は 、 水 中 で

の ス ク ラ ビ ン グ に よ る よ う 素 の 除 去 が 期 待 で き な い も

の の 、 第 １ ０ 回 検 討 チ ー ム 会 合 の 事 業 者 提 出 資 料 別 紙 －

１ 「 ３ ． 格 納 容 器 破 損 防 止 対 策 ＜ ２ ＞ 」 よ り 、 燃 料 漏 え

い の な い 通 常 運 転 時 を 想 定 す る と 、 ス ク ラ ビ ン グ に よ る

よ う 素 の 除 去 を 考 慮 せ ず と も 有 意 な 被 ば く 線 量 に な ら

な い と 評 価 さ れ る 。 そ の ほ か 、 全 交 流 電 源 喪 失 時 に お け

る 操 作 性 等 も 、 Ｗ ／ Ｗ ベ ン ト と 同 等 で あ る 。  
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氏 名 ：  

    

連 絡 先 ：  

意 見 の 対 象 と な る 案 件 ：  

 発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 の 地 震 及 び 津 波 に 関 わ る 新

安 全 設 計 基 準 骨 子 案  （ ③ 地 震 ・ 津 波 ）  

 

要 旨 ：  

断 層 等 の 露 頭 の 有 無 だ け で 設 置 を 判 断 す る の で は な く 、

施 設 影 響 評 価 ま で 含 め た 総 合 的 な 設 計 基 準 と す べ き 。  

 

意 見 ／ 理 由 ：  

③ 地 震 ・ 津 波 骨 子 案  

１ ． 地 震 及 び 津 波 に 対 す る 設 計 の 基 本 方 針  

【 基 本 的 要 求 事 項 】  

１ 原 子 炉 施 設 （ 以 下 単 に 「 施 設 」 と い う 。 ） は 、 全 体 と

し て 高 い 安 全 性 を 有 す る 必 要 が あ る た め 、 次 に 示 す 基

本 的 な 設 計 方 針 を 満 足 す る こ と 。  

一  重 要 な 安 全 機 能 を 有 す る 施 設 は 、 将 来 活 動 す る 可

能 性 の あ る 断 層 等 の 露 頭 が 無 い こ と を 確 認 し た 地 盤

に 設 置 す る こ と 。  

【 要 求 事 項 の 詳 細 】  

（ ３ ） 第 １ 項 第 一 号 に つ い て は 、 重 要 な 安 全 機 能 を 有 す

る 施 設 が 、 将 来 活 動 す る 可 能 性 の あ る 断 層 等 の 露 頭

が あ る 地 盤 面 に 設 置 さ れ た 場 合 、 そ の 将 来 の 断 層 等

の 活 動 に よ っ て 安 全 機 能 に 重 大 な 影 響 を 与 え る お そ

れ が あ る た め に 規 定 し た も の で あ る 。  

 

意 見 ：  

将 来 活 動 す る 可 能 性 の あ る 断 層 等 で 生 じ る 地 盤 変 位 に

つ い て は 、 安 全 設 計 基 準 の 要 求 事 項 と し て 入 口 論 （ 活 断

層 か 否 か ） で 縛 り を か け る の で は な く 、 ト ー タ ル と し て

安 全 を 確 保 す る と い う 考 え 方 が 必 要 で あ る 。 つ ま り 、 地

表 変 形 の 可 能 性 を 考 慮 し 、 変 形 発 生 時 に 構 造 物 、 シ ス テ

ム 、 機 器 類 が 機 能 を 維 持 す る こ と を 合 理 的 に 示 す こ と に

例 － ４
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（ 続 き ）  

よ り 、 安 全 性 を 確 認 す る こ と が で き る と 考 え ら れ る こ と

か ら 、 断 層 の 有 り 無 し だ け を も っ て 、 施 設 の 設 置 を 認 め

な い の は 、 科 学 的 根 拠 に 欠 け る 。  

 

【 基 本 的 要 求 事 項 】 の 条 文 を 「 重 要 な 安 全 機 能 を 有 す

る 施 設 は ， 将 来 活 動 す る 可 能 性 の あ る 断 層 等 の 活 動 に よ

っ て 安 全 機 能 に 重 大 な 影 響 を 与 え る 恐 れ が 無 い こ と を 確

認 し た 地 盤 に 設 置 す る こ と 。 」 と す る べ き 。  

【 要 求 事 項 の 詳 細 】 （ ３ ） の 条 文 を 「 第 １ 項 第 一 号 に

つ い て は 、 将 来 活 動 す る 可 能 性 の あ る 断 層 等 に よ る 地 盤

変 位 が 及 ぶ 可 能 性 の あ る 地 盤 に つ い て 、 そ の 規 模 、 構 造

を 考 慮 の 上 、 安 全 側 に 最 大 変 位 を 想 定 で き 、 そ の 変 位 を

吸 収 ・ 緩 和 さ せ る た め の 設 計 が な さ れ る 場 合 は 、 耐 震 重

要 度 分 類 Ｓ ク ラ ス の 機 器 ・ 系 統 を 支 持 す る 建 物 ・ 構 築 物

の 設 置 を 除 外 す る も の で は な い こ と を 規 定 し た も の で あ

る 。 」 と す る べ き 。  

 

理 由 ：  

① 将 来 活 動 す る 可 能 性 の あ る 断 層 等 に 関 す る 設 計 の 考

え 方  

新 安 全 設 計 基 準 骨 子 案 の 検 討 チ ー ム の 会 合 で は 、 断

層 変 位 の 評 価 法 が 確 立 さ れ て い な い こ と 、 信 頼 性 の 高

い 施 設 影 響 評 価 や そ の 対 策 が 不 可 能 で あ る と の 一 部 の

委 員 の 意 見 か ら 、 科 学 的 ・ 技 術 的 観 点 か ら の 十 分 な 議

論 が 尽 く さ れ る こ と な く 、活 断 層 の 有 無 だ け を も っ て 、

重 要 な 安 全 機 能 を 有 す る 施 設 の 設 置 を 認 め な い こ と と

な っ て い る 。 し か し 、 会 合 で の 谷 委 員 か ら の 「 断 層 の

活 動 に 伴 う 地 盤 の 変 形 に つ い て は 、 様 々 な 不 確 か さ を

考 慮 す る こ と に よ っ て 、 上 限 値 を 求 め る こ と は 現 状 の

技 術 の 範 囲 内 で 十 分 に 可 能 で あ る こ と か ら 、 ト ー タ ル

と し て 安 全 を 確 保 す る と い う 考 え 方 を 導 入 す べ き で あ

る 。 」 ※ 1 と の 発 言 に あ る よ う に 、 技 術 的 に 評 価 す る こ
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（ 続 き ）  

と が 可 能 で あ る こ と か ら 、 総 合 的 安 全 評 価 を 実 施 し 、

設 置 許 可 の 判 断 を す る べ き で あ る 。 （ 断 層 の 「 認 定 」

で 終 わ っ て し ま い 、 「 影 響 評 価 」 を し な い と い う こ と

で は 、 「 安 全 設 計 基 準 」 で は な い 。 ）  

※ １ ： 発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 の 地 震 ・ 津 波 に 関 わ る 新

安 全 設 計 基 準 に 関 す る 検 討 チ ー ム 第 ３ 回 ， 第 ４ 回 ，

第 ６ 回 ， 第 ７ 回 会 合  議 事 録  

 

② 海 外 の 基 準 と 断 層 変 位 に 関 す る 評 価 事 例  

 海 外 に お け る 敷 地 内 断 層 に 関 す る 評 価 基 準 と し て 、

国 際 原 子 力 機 関 ( I A E A ) の 国 際 基 準 ※ ２ の 中 で は 、断 層 の

変 位 を 決 定 論 的 手 法 や 確 率 論 的 手 法 を 用 い て 評 価 す る

こ と が 規 定 さ れ て い る 。 ま た 、 米 国 の デ ィ ア ブ ロ キ ャ

ニ オ ン 原 子 力 発 電 所 で は 、 新 た な 調 査 で 指 摘 さ れ た 敷

地 近 傍 の 断 層 か ら 派 生 す る 副 次 的 断 層 に よ る 変 位 量 を

確 率 論 的 手 法 に よ り 評 価 し 、 そ の 評 価 結 果 に 対 し て は

国 の 規 制 当 局 （ N R C ） に よ る 確 認 解 析 が 行 わ れ 、 施 設 へ

の 影 響 の 無 い 事 が 確 認 ※ ３ さ れ て い る 。こ の よ う に 海 外

で も 、 断 層 の 変 位 に よ る 影 響 を 確 認 す る こ と が 安 全 基

準 に 盛 り 込 ま れ て い る こ と 、 ま た 、 断 層 に よ る 変 位 を

評 価 し て 、 影 響 を 確 認 し た 事 例 が あ る 。  

※ ２ ： S p e c i f i c  S a f e t y  G u i d e  N o . S S G - 9  “ S e i s m i c  H a z a r d s  

i n  S i t e  E v a l u a t i o n  f o r  N u c l e a r  I n s t a l l a t i o n s ”

※ ３ ： R e s e a r c h  I n f o r m a t i o n  L e t t e r  1 2 - 0 1  “ C o n f i r m a t o r y  

A n a l y s i s  o f  S e i s m i c  H a z a r d  a t  t h e  D i a b l o  C a n y o n  

P o w e r  P l a n t  f r o m  t h e  S h o r e l i n e  F a u l t  Z o n e ”  U . S .  

N u c l e a r  R e g u l a t o r y  C o m m i s s i o n  

 

③ 断 層 変 位 評 価 に 関 す る 文 献  

断 層 変 位 の 評 価 法 や 断 層 変 位 へ の 対 策 技 術 に 関 し て

は 、 第 ８ 回 会 合 に お い て 谷 委 員 よ り 研 究 論 文 の リ ス ト

※ ４ が 提 出 さ れ て い る 。  
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（ 続 き ）  

ま た 、 国 内 外 に お い て も 、 断 層 変 位 評 価 法 に 関 す る

技 術 的 な 論 文 ※ ５ が 報 告 さ れ て お り 、 評 価 方 法 が 無 く 、

安 全 性 の 影 響 評 価 が 出 来 な い と す る 新 安 全 設 計 基 準 検  

討 チ ー ム で の 意 見 は 、 適 切 で は な い 。  

※ ４ ： 震 基 8 - 4 骨 子 素 案 （ 資 料 ： 震 基 7 - 2 ） に 関 す る メ モ

【 防 災 科 学 技 術 研 究 所 研 究 員  谷 和 夫  提 出 資 料 】  

※ ５ ： 断 層 変 位 に 関 す る 技 術 的 論 文  

Y o u n g s ,  R . R . ,  e t  a l . ,  “ A  M e t h o d o l o g y  f o r  

P r o b a b i l i s t i c  F a u l t  D i s p l a c e m e n t  H a z a r d  

A n a l y s i s ( P F D H A ) , ”  E a r t h q u a k e  S p e c t r a ,  V o l .  1 9 ,  

p .  1 9 1 – 2 1 9 ,  2 0 0 3 .  

 

④ 国 内 に お け る 断 層 変 位 に 関 す る 審 議  

敷 地 内 断 層 の 活 動 に 伴 う 地 盤 変 位 に よ る 評 価 と し

て 、 敦 賀 発 電 所 に お け る 浦 底 断 層 の 活 動 に 伴 う 原 子 炉

施 設 直 下 の 破 砕 帯 の 安 全 率 を 2 次 元 F E M に よ り 検 討 ※ ６

し て い る 。 本 検 討 内 容 に つ い て は 、 こ れ ま で 耐 震 バ ッ

ク チ ェ ッ ク に お け る 審 議 に お い て も 議 論 さ れ て き た に

も か か わ ら ず 、 新 安 全 基 準 に お い て 、 断 層 変 位 評 価 に

関 す る 事 項 が す べ て 削 除 さ れ て い る こ と は 、 こ れ ま で

の 原 子 力 安 全 ・ 保 安 院 で の 審 議 の 経 緯 を ま っ た く 無 視

し た も の で あ る 。  

※ ６ ： 敦 賀 発 電 所  断 層 の 活 動 に 伴 う 地 盤 の 変 位 ・ 傾 斜

に 関 す る 検 討（ 原 子 力 安 全 保 安 院  地 質 ・ 地 盤 合 同

ワ ー キ ン グ グ ル ー プ C サ ブ グ ル ー プ 資 料 ： 合 同 Ｃ ２

８ － ３ ）  
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連 絡 先 ：  

意 見 の 対 象 と な る 案 件 ：  

 発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 の 地 震 及 び 津 波 に 関 わ る 新 安 全

設 計 基 準 骨 子 案  （ ③ 地 震 ・ 津 波 ）  

 

要 旨 ：  

津 波 対 策 は 多 種 多 様 で あ り 、 敷 地 内 へ の 流 入 防 止 や 建 屋 で

の 浸 水 防 止 の 対 策 の 組 合 せ に よ る 設 計 も 許 容 す べ き 。  

 

意 見 ／ 理 由 ：  

③ 地 震 ・ 津 波 骨 子 案  

７ ． 津 波 に 対 す る 設 計 方 針  

【 基 本 的 要 求 事 項 】  

一  重 要 な 安 全 機 能 を 有 す る 施 設 等 の 設 置 さ れ た 敷 地 に お

い て 、 基 準 津 波 に よ る 遡 上 波 を 直 接 到 達 、 流 入 さ せ な い

こ と 。 ま た 、 取 水 路 、 排 水 路 等 の 経 路 か ら 直 接 流 入 さ せ

な い こ と 。  

【 要 求 事 項 の 詳 細 】  

（ １ ）  

 ① 重 要 な 安 全 機 能 を 有 す る 設 備 等 を 内 包 す る 建 屋 及 び 重

要 な 安 全 機 能 を 有 す る 屋 外 設 備 等 は 、 基 準 津 波 に よ る

遡 上 波 が 到 達 し な い 十 分 高 い 場 所 に 設 置 す る こ と 。  

  な お 、 基 準 津 波 に よ る 遡 上 波 が 到 達 す る 高 さ に あ る 場

合 に は 、 防 潮 堤 等 の 津 波 防 護 施 設 ・ 設 備 を 設 置 す る こ

と 。  

意 見 ：  

津 波 対 策 は 、 津 波 の 敷 地 へ の 流 入 防 止 対 策 、 建 屋 外 壁 で

の 浸 水 防 止 対 策 及 び 建 屋 内 で の 浸 水 防 止 対 策 な ど 多 種 多 様

で あ る 。 津 波 に 対 す る 設 計 と し て 、 重 要 な 安 全 機 能 を 有 す

る 施 設 の 安 全 機 能 が 保 持 で き る た め に 、 敷 地 内 へ の 津 波 に

よ る 遡 上 波 を 直 接 到 達 、 流 入 さ せ な い こ と に 限 定 す る こ と

な く 、 敷 地 へ の 直 接 到 達 、 流 入 さ せ な い こ と を 原 則 と し 、

建 屋 外 壁 で の 浸 水 防 止 対 策 や 建 屋 内 で の 浸 水 防 止 対 策 な ど

の 組 合 せ に よ る 設 計 も 許 容 す べ き と 考 え る 。  

 

 

例 － ５
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（ 続 き ）  

 し た が っ て 、 敷 地 に 浸 水 し て も 、 重 要 な 安 全 機 能 を 有 す

る 施 設 等 に 影 響 を 与 え な い こ と を 要 求 す る 規 定 と し て 、 以

下 の よ う な 下 線 部 の 記 載 を 追 加 す る こ と を 提 案 す る 。  

【 基 本 的 要 求 事 項 】  

一  重 要 な 安 全 機 能 を 有 す る 施 設 等 の 設 置 さ れ た 敷 地 に お

い て 、 基 準 津 波 に よ る 遡 上 波 を 直 接 到 達 、 流 入 さ せ な い 、

ま た 、 取 水 路 、 排 水 路 等 の 経 路 か ら 直 接 流 入 さ せ な い こ と

を 原 則 と す る こ と 。  

【 要 求 事 項 の 詳 細 】 （ １ ） ① の 文 末 に 追 記  

 た だ し 、 重 要 な 安 全 機 能 を 有 す る 施 設 等 に 影 響 を 与 え な

い よ う 津 波 防 護 施 設 あ る い は 重 要 な 安 全 機 能 を 有 す る 設 備

等 を 内 包 す る 建 屋 の 止 水 ・ 防 水 対 策 を 講 じ る こ と に よ り 、

基 準 津 波 に 対 し て そ の 安 全 機 能 が 維 持 で き る 場 合 は 、 こ の

限 り で な い 。  

 

理 由 ：  

津 波 に 対 す る 設 計 に お い て は 、 重 要 な 安 全 機 能 を 有 す る

施 設 は 基 準 津 波 に 対 し て そ の 安 全 機 能 が 保 持 で き る こ と が

必 要 で あ り 、 そ の た め の 設 計 手 法 と し て 、 重 要 な 安 全 機 能

を 有 す る 施 設 等 の 設 置 さ れ た 敷 地 に お い て 、 津 波 に よ る 遡

上 波 を 直 接 到 達 、 流 入 さ せ な い よ う 流 入 防 止 対 策 （ 防 潮 堤

等 の 設 置 ） を 講 じ る こ と は 基 本 で あ る が 、 そ の 他 と し て 施

設 周 辺 の 防 護 壁 や 重 要 な 安 全 機 能 を 有 す る 設 備 を 内 包 す る

建 屋 の 外 壁 で の 浸 水 防 止 対 策 や 建 屋 内 で の 浸 水 防 止 対 策 な

ど 多 種 多 様 で あ り 、 こ れ ら の 組 合 せ に よ り 、 重 要 な 安 全 機

能 を 有 す る 施 設 が 守 ら れ る と い う 設 計 も 選 択 肢 の 一 つ で あ

る 。  

 

 

 


